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高校生が挑む “Make Chance, Change the World”
この人に逢いたい！聞きたい ！  話したい ！  「ほっと・はーと・なら」

Q
A

Q
A

～「まずはやってみる」楽しさが地域を元気にする～

「まち部。」のプロフィール

まず、「まち部。」とはどのような団体か教えてください。

　奈良に縁のある多彩な分野で活躍されている方々にスポットをあて、活動への熱い想いと
「福祉（幸せ）」についてお話をお聞きするこの特集。
　今回は、地域活性化に向けた取り組みをはじめ、数々の大手企業とのコラボ商品をヒットさせ
てきたことで知られる、大和高田市立高田商業高等学校「まち部。」の皆さんにお話を伺いました。

　私たちは部活でもボランティアでもない「自主活動団体」で、「み
んなのやりたいことをやる」団体です。「チャンスを作って世界を変
える」という “Make Chance, Change the World” を目標に掲げて
活動しています。一見、「そんなの無理だろう」と言われることでも、
とにかくやってみよう、挑戦してみようという精神で活動しています。

企業とのコラボ商品は、どのような流れで実現したのでしょうか。
また、それにまつわるエピソードを教えてください。
　すべて自分たちで直接交渉をしています。最初は電話して、「お話
を聞いていただけませんか」「プレゼンだけでも見てもらえたら」と
お願いします。プレゼンを作って猛練習して、うまくいった時は企業
さんもすごく盛り上がってくれて。
　活動の話をすると、友達や家族からは「そんな本格的なん？」「高
校生でそこまでやるん？」って驚かれることが多いです。実際やって
みると、それが自然とできるようになってくるというか。企業さんと
の打ち合わせも、日常の一部くらいの感覚になってきます。商品が発
売された時に家族みんなで買いに行ってくれたり、「テレビ見たよ」
と言ってくれるのは嬉しいです。

▲画面の向こうの企業様へ、熱意を
　込めてプレゼン中

大島先生

▲取材に協力してくださった部員の皆さんと　
　顧問の大島先生

〇2017年、「地域の活動に生徒が関わり、活性化に繋げられないか」と
　いう顧問・大島利隆先生の着想から活動が始動。
〇学校には新入生を歓迎する「すき焼きパーティー」という伝統行事が
　あり、そこから「すき焼き」の販売を考案。レトルト商品を皮切りに、
　大手企業とのコラボ商品の商品化を実現。
　（ローソンの「すき焼きおにぎり」、ピザーラの「すきピ」、フジパンの
　「スナックサンドすき焼き味」など）

　一応、「非公認組織」なんです。「部員は何人いますか？」ってよく聞かれるんですけど、実
は僕も正確には把握していなくて。イベントごとに参加するメンバーが違うので、体感では
100人くらい。一回でも参加した人で言えば、全校600人ほどのうち200～300人くらい
は関わってるかもしれません。そういう意味では、かなり大きな組織です。
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最後に、先輩の後ろ姿を追いかける２年生の生徒さんに、
これからやってみたい活動についてお聞きしました。
　「まち部。」の活動を、もっとたくさんの人に知ってもらいたいです。大
和高田だけではなく、奈良県、全国へ広げていきたいです。

　例えば奈良公園のように外国の方がたくさん訪れる場所で、大和高田の
ことも知ってもらえたらいいなと思います。

　子どもたちが遊べる場所も減ってきているので、子どもたちが楽しく過
ごせる街づくりをしたいです。

活動を通して地域の方々と関わる中で、得られたことや感じたことはありますか？

　「まち部。」の活動は、地域を盛り上げたいという思いがすごく強い
んですね。地元の企業さんと関わる中で、「もっと大和高田を盛り上げ
たい」と思うようになりました。地域の方と関わる中で、「大和高田っ
ていいところやな」「優しい人が多いな」と感じるようになって、活動
を通して連携や対話の大切さを学べるところが魅力だと思います。

　私の住んでいる町は、お店がほとんどないんです。だから奈良県全
体が元気になって、自分の町ももっと活気づけばいいなと思っています。
「何かしたい」と思ってる人は多いと思います。でも、きっかけがない。
高校生が動くことで、「こんな風にやればいいんや」「自分たちもやっ
てみよう」と思ってもらえていると感じています。

「街づくりに興味がある人集まれ」では堅いので、「まち部」という名前に。「。」
には地域のことをまるごと考える、という意味が込められている。
「『地元・大和高田を盛り上げる』だけではなく、それぞれが自分の住む町を良く
したいと思えることが大事。だから『まち部。』という名前なんです。」「まち部。」 Instagram

▲お客さまに響くセールストーク
　も日々ブラッシュアップ

▲大和高田にある大畑製餡所
　とタッグを組んで企画。ス
　イーツのプロが選考し、審
　査結果は秋に行われる地域
　の祭りで発表予定。

　企業さんは「高校生はコラボする相手じゃなくて、応援する相手だろう」という見方
ですが、そこをひっくり返さないと勝ち目がありません。なので、寸劇方式のプレゼン
を行い、「データとか利益率の話じゃなくて、とにかく楽しそうにやろう」と言っています。
　企業さんも、最初は「高校生やろ？」みたいな反応なんですよ。でも終わる頃には、「ま
ち部、すごいな」「やってよかったです」って言ってくれる。やる以上は、相手にも「得
したな」「またやりたいな」って思ってもらえるようにしたい。実際、再販になることも
多いです。高校生の成長って、本当にすごいです。逆に、プレゼンが通用しなかったり
売れなかったり、失敗することもめちゃくちゃあります。でも、「失敗したから終わり」じゃ
なくて、「じゃあ次どうする？」って考えるようにはしています。

　「地域を元気にしたい」「誰かに喜んでもらいたい」という思いを大切にしながら、
まずは自分たちが「おもしろい」と思えることに挑戦し、その楽しさが地域の元気に
つながれば、と考えて活動しています。

　やるかやらないか迷った時に、一歩踏み出せることが大事だ
と思います。こうやって今日の取材に参加してくれただけでも大
きな一歩だと思います。

想いが詰まった
コラボ商品の販売風景

いま取り組んでいる
  「高田Ａ－１グランプリ」
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＜旧幼稚園から広がる夢＞

第１回　“拠点”からはじまる地域づくりの可能性
「地域づくり最前線」シリーズ

「クリーン大作戦」の次に行われた

「ここからはじまる大作戦」
地域に関わる多様な方々が集い、
「二名のこれから」を話し合う様子。

　県内で広がる地域の福祉活動の多くは、公民館や集会所などの一室を利用して展開されていますが、最近は少し
変化が見られます。専有して自由に活用できたり、継続的に利用できるような新たな「拠点」を得ることを契機に、地
域住民の思いや願いが湧き出て活動が展開されるような例です。
　今号では、 “拠点が持つチカラ”に注目し、県内での取り組みを紹介しながら、地域づくりの可能性を探ります。ま
た、シリーズ「地域づくり最前線」では、地域の特色を活かしたさまざまな「地域づくり」を取り上げ、不定期で地域づ
くりのヒントをお届けしていきます。

　奈良市にある二名地区は、県の北西部に位置する住宅エリアです。集会所が多く
存在し、これまでも自治会域ごとに各種団体が活発に活動されてきました。
　二名地区では、長年にわたりこどもたちが通ってきた公立幼稚園が閉園（令和 7
年 3 月末）となり、「もったいないね、何かしたいね」という声をきっかけに跡地
活用が動き出すことになりました。「愛着あるこの場所を、地域のために活かしたい」
という多くの声があがり、自治協議会を窓口とする「二名幼稚園跡地を考える会」が発足しました。会では、み
んなの「〇〇したい！」を形にするために月１回の話し合いを継続。一部のメンバーだけでなく、地区全体を巻
き込みたい、と「開かれた」活動を意識しているといいます。定期的に集まっていると、「なぜ閉園した幼稚園
に人がいるの？」と顔をのぞかせたことから、新しくメンバーとなった方もいるそうです。

　最初の活動は、「クリーン大作戦」と名付けた清掃活動。「跡地
をどのように活用できるか、地域のみなさんに実際に見てもらい
ながら一緒に考えたい」と
生まれた取り組みです。思
い出の場所での“掃除”を
きっかけに、参加者は自然
と拠点づくりの過程に関わ

ることに。人が増え、声が増え、つながりが深まることで、この拠点を活か
すアイデアが広がる。二名地区はいまワクワクする大作戦の途上にあります。

・結論ありきではなく、ていねいに
　話し合う組織（考える会）を発足

・興味をもったら仲間になれる
　「開かれた」運営スタイル

・いっちょかみしやすい敷居の低い
　活動（清掃）で仲間をふやす

◎ポイント◎
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＜“ハッピー”の名を受け継ぐ新たな場所＞

美容室の鏡や台など、
面影を残した物も

多彩な発想を
活かした住民
活動の拠点に

　川西町では、「地域の活気をとりもどし、楽し
く集まれる場所をつくりたい」というＡさんが、
長年放置されていた空き家をリノベーションし、
コミュニティスペースとして再生させました。個
人で空き家を探し、地域で愛されていた「美容室
ハッピー」を活動の拠点として入手しました。“ 
空き家ハッピープロジェクト ”の始動にあたり、
SNS や口コミで場づくりの思いを発信。賛同し
た地域の方々が集まり、美容室の面影や名前を残
してDIYによる建物の改装を行いました。

　「人と人とがつながり」、「世代や立場を超えて」、「誰もが主役」。そんな楽
しい居場所を作ることをコンセプトとして、「コミュニティースペースハッ
ピー」はオープン。楽しい雰囲気に触発され、カフェや駄菓子屋、ミニ夏祭
りなど、様々な住民グループが拠点を活かした活動を繰り広げています。Ａ
さんは知人とともに、「コミュニティースペースハッピー」を事務所にまち
づくりの活動を展開する一般社団法人も設立、拠点を地域活動に貸し出すほ
か、チャレンジショップとしてお店を開いてみたい方に貸すなどもしています。

　Ａさんは、この活動を通じて「人は、楽
しんでいる人のところに自然と集まる」こ
とを実感したと話されました。ハッピーで
交わされる何気ない会話や、楽しさを共有
する瞬間の積み重ねは、場そのものに力を
宿し、さらなる広がりを生み出していくの
ではないでしょうか。

＜おわりに＞
　住民活動にとって自由に使える拠点を得ることは、自分たちの思いや夢を実現するうえで大きな意味を持ちま
す。加えて、その拠点に地域に開かれた仕掛けがあることで、住民それぞれが抱く興味・関心、またその場所へ
の愛着から生まれる声に耳を傾け合うことができます。
　そうしてできた新たなつながりにより、世代や立場を超えた交流が深まり、新たなアイデアが生まれ、地域づ
くりの可能性が広がるのではないでしょうか。

・拠点が「やってみたい」の一歩目の“受け皿”となり、　
　新しい活動につながる

・楽しさと人とのつながりが「場の力」を増幅させる

◎ポイント◎
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Instagramフォロー・いいねお願いします！

これからますます需要が高まる福祉と保育の仕事。未経験、無資格でも大歓迎！
是非お住まいの地域に貢献できる福祉・保育の仕事に挑戦しませんか？
福祉人材センター＆保育人材バンクでは未来のお仕事探しを応援します！

令和8年
場所：奈良県社会福祉総合センター
　　　６階大ホール

7月25日（土）　10：00～13：30
地域別福祉の就職フェアin橿原2026

令和8年
場所：奈良県社会福祉総合センター
　　　6階大ホール

9月12日（土）　11：30～15：30
保育のおしごとフェア2026

いずれも参加費無料・履歴書不要・服装自由！
詳細・お申込みはホームページをチェック！

福祉人材ニュース

★約20以上の事業所が出展予定 !
　就活に役立つイベントも同時開催予定です！

保育人材バンク

３０代女性 ４０代男性

福祉人材センター

福祉の就職フェアの
詳細はこちら！　

保育のおしごとフェアの
詳細はこちら！　

福祉人材センター　福祉人材係　TEL：0744-29-0160 お問合せ先

※令和 7 年度参加者アンケートより

すごく有意義な場所で、
とても参考になりました。

ブース数も多く、
どのブースも明るく
親切に教えていただけて
良かったです。
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福祉人材センター　福祉研修係　TEL：0744-26-0225お問合せ先
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奈良県運営適正化委員会「選考委員会」委員の任期満了に伴う

　奈良県運営適正化委員会の委員を選考するために、社会福祉法施行規則第20条の規定に基づき次期選考委員候補者をここに
公示します。
　つきましては、選考委員会委員候補者の選任についてご意見のある方は、下記の期日までに所定の意見書を提出頂きますよう
お願い致します。

次期選考委員候補者の公示について

①委員候補者（敬称略）

公益代表
公益代表
公益代表
利用者代表
利用者代表
利用者代表
経営者代表
経営者代表
経営者代表

１

２

３

４

５

６

７

８

９

奈良学園大学
奈良県民生児童委員連合会
奈良県社会福祉士会
奈良県手をつなぐ育成会
認知症の人と家族の会奈良県支部
奈良県精神障害者家族会連合会
奈良県社会福祉法人経営者協議会
奈良県社会福祉法人経営者協議会
奈良県社会福祉法人経営者協議会

准教授
会長
会長
理事長
副代表
理事
理事
理事
監事

岡野　聡子
藤山久仁子
西田　利昭
住本　友成
正楽　忠司
鏑木　則文
植田　誠
國原　智恵
河村　善一

分野 所　属 役職･学識 氏名
③本件の公示期間
　令和8年7月31日(金)～8月14日(金)

④意見書の配布及び提出先
　奈良県社会福祉協議会

⑤意見書の提出期限
　令和8年8月14日(金)

⑥本件に関するお問い合わせ先
　社会福祉法人 奈良県社会福祉協議会
　地域福祉課　住民福祉活動振興係
　TEL　0744-29-0100

②選考委員会委員の任期
　令和8年9月22日～令和10年9月21日

社会福祉法人 奈良県社会福祉協議会　会長  山下　真

★福祉人
材センター研修係キャラクター紹介★

まなしか
好奇心旺盛で学ぶことが大好き♪
新しいことを知ることが楽しくて、いろんな
ことに興味津 ！々
研修で学んだことや、募集中の研修のおす
すめポイントを紹介してくれます！
研修の開催案内やインスタグラムで活躍中！

●プロフィール

●一言コメント
研修係として、たくさんの学びが皆さんに広がるように
研修のPRや感想発信をがんばります！これからよろしくね♪

誕生日：4月10日　年齢：3歳
チャームポイント：「け」のかたちの角

募集期間中の研修のご案内や、開催した研修の
様子などを発信していきます！
「今、申し込みできる研修は？」 「どんな研修をやっ
てるの？」などの研修の推しポイント、研修準備の
様子、研修レポートなどの情報をお届けします。
ぜひフォローをお願いします♪

Instagramはじめました ！

現在募集中の研修

OJT担当者実践研修 　 開催日：【令和8年9月17日・12月10日】

管理職員向け組織マネジメント研修   開催日：【令和8年9月10日】

アンガーマネジメント基礎研修      　開催日：【令和8年9月2日】　

詳細・申込はこちら

研修管理システムにご登録のうえ、お申し込みください。

研修係ホームページ 研修管理システム

フ
ォ
ロ
ー
は
こ
ち
ら
か
ら
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①支え合う福祉コミュニティづくりの推進
　◎地域福祉実践の可能性を広げるため、市町村社協等
　　と連携し地域におけるつながり合い・支え合い活動
　　の実践例の共有やノウハウの集約・発信を行い、住
　　民の支え合い活動の拡充に向けた現場実践を支援し
　　ました。また、こどもや子育て家庭を支援するため、
　　こども食堂の開設・継続に関する相談対応や民間財
　　源を活用した活動助成を行い、こどもを見守り支え
　　る取組を支援しました。
　【主な取組内容】
　　○なら小地域福祉活動サミット２０２５
　　○新たな地域福祉活動方策の普及に向けた住民支え
　　　合い活動の実践例やノウハウの集約・発信
　　○こども食堂助成金（森田記念福祉財団協賛）、こ
　　　ども食堂活動充実チャレンジ支援金（株式会社ジ
　　　ェイテクト協賛）による活動支援

②災害時にも対応できる仕組みの充実
　◎災害時における市町村間の相互支援のしくみの構築
　　を進めるとともに、平時から市町村域における様々
　　な団体との顔の見える関係づくりや連携体制の強化
　　など、災害にも強いまちづくりの推進に取り組みま
　　した。
　【主な取組内容】
　　○県・市町村災害関連連絡調整会議
　　○ICTを導入した災害ボランティアセンター設置・
　　　運営訓練
　　○災害ボランティアセンター実践力強化研修、ＮＰＯ・
　　　企業のための災害支援を考えるフォーラム

　　○災害福祉支援ネットワークの運営、奈良ＤＷＡＴ研
　　　修・勉強会、訓練

①生活困窮者自立支援対策の充実
　◎生活困窮や社会的孤立など、制度の狭間に陥りやす
　　い人々の支援のために、総合相談・生活支援活動を
　　推進しました。とりわけ、物価高騰などにより生活
　　に困難を抱える方々に対し、生活福祉資金の貸付や
　　安定した就労に向けた相談に対応しました。
　【主な取組内容】
　　○奈良県中和・吉野生活自立サポートセンターの受
　　　託運営
　　○日常生活自立支援講座、社会生活自立支援講座、
　　　就労自立支援講座、自治体別セミナー等
　　○地域型居場所づくり・学習支援活動、訪問支援
　　○生活福祉資金貸付事業
　　　貸付相談　８５２件
　　　償還相談　２５６件
　　　貸付実績　４１８件　９６,０２０,０００円
　　○フードレスキュー事業
②地域における権利擁護のシステムづくりと資源開発
　◎判断能力が不十分な状態にあり、日常生活に不安の
　　ある認知症高齢者や障害のある者に対して、市町村
　　社協と連携して福祉サービス利用援助事業を実施し
　　ました。また、利用者支援を通じて見えてきた課題
　　や展望についての協議を行い、今後の奈良県におけ
　　る権利擁護支援のあり方について検討しました。
　【主な取組内容】
　　○日常生活自立支援事業、生活支援員養成研修、
　　　事例検討会
　　○これからの権利擁護のあり方検討会

社会福祉法人 奈良県社会福祉協議会　令和７年度事業報告（概要）

概況

【令和７年度の重点取り組み】

　地域において、誰もがその存在を大切にされ、社会とのつながりと周囲からの承認を実感するなかで主体
的な参加を進めるとともに、地域共生社会の実現に向け、県社協が重点的に取り組む活動や事業を明らかに
した「第８次活動推進計画（アクションプラン）」に基づき、令和７年度は、市町村社会福祉協議会等への
支援の強化、生活困窮者等への総合相談・生活支援、福祉・介護人材の確保・育成・定着の取り組み、災害
時の支援体制の充実など、「一人ひとりが大切にされ、ともに支え合うまちづくり」を目指して、市町村社
会福祉協議会、福祉施設・団体、企業等と緊密な連携のもと、地域の実情に即した福祉活動の推進支援を積
極的に展開しました。

　　　・保育の合同就職説明会
　　○保育士修学資金貸付等事業
　　　・保育士修学資金貸付　３８件
　　　　２５,２２０,０００円
　　　・保育士再就職準備金貸付　１件
　　　　２５０,０００円
　　○福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程
　　　・初任者コース、中堅職員コース、
　　　　チームリーダーコース、管理職員コース
　　○人材育成・定着支援研修
　　　・あつまれ！福祉の１年生研修
　　　・ストレスマネジメント研修
　　○スキルアップ研修
　　　・福祉サービスマナー研修　
　　　・対人援助コミュニケーション力向上研修
　　　・アンガーマネジメント研修
　　○福祉・介護特定業務従事者研修
　　　・行動援護従業者養成研修
　　○介護支援専門員養成関連研修
　　　・実務研修受講試験、実務研修、更新（専門）　
　　　　研修、再研修、ケアマネジメント習熟研修

　　　　　　

①経営基盤の充実強化と事務局機能の強化
　◎奈良県社協の活動の実際と取組を周知するために、
　　第８次活動推進計画「アクションプラン」活動レポ
　　ートを作成。また、法人化７０周年記念奈良県社会
　　福祉大会を開催しました。
     【主な取組内容
　　○アクションレポートの発行
　　○奈良県社会福祉大会（法人化７０周年記念）

②県社協の将来に向けた人材の育成と組織体制の強化
　◎人材育成方針を策定し職務・職階に応じた研修体系
　　を整備するととともに、人材の育成と組織の成長を
　　図るための目標管理を実施しました。また、テーマ
　　別のプロジェクトチームを編成し、部門横断による
　　協議を通じた組織基盤の強化を図りました。
　【主な取組内容】
　　○人材育成方針に基づく職員研修の実施（階層別研
　　　修・テーマ別研修、自己啓発援助制度の導入）
　　○テーマ別プロジェクトチームの編成（人材育成、
　　　職員採用、実習受入、アクションレポート、70周
　　　年記念事業など）

①地域課題やニーズの集約と多様な協働のテーブルづくり
　◎地域福祉の増進と地域共生社会の実現に向け、今日
　　的な生活課題やニーズの共有と協議を通じて、新た
　　な課題解決の仕組みや具体的な実践を生み出す取組
　　を進めるための包括連携協定を締結しました。
　【締結団体】
　　奈良県社会福祉協議会、奈良県生活協同組合連合会、
　　市民生活協同組合ならコープ
②新たな協働の創造と実践
　◎民間財源を活用し、生活課題
　　を抱えるこどもの健全育成や
　　福祉の増進を目的に、高校生
　　等の通学定期代を一部助成す
　　る取組を実施するとともに、
　　高校生世代の第三の居場所づ
　　くりに向けた新たな助成につ
　　いて検討しました。
　【主な取組内容】
　　○こどもの未来応援事業
　　　－高校生等通学定期代助成金－
　　○高校生世代の居場所の創設に向けた検討

　◎福祉ニーズの増大に対応するためのサービス提供福
　　祉ニーズの増大に対応するためのサービス提供基盤
　　となる福祉人材の確保の取り組みや、質の高い人材
　　の育成・定着を促進しました。
　【主な取組内容】 
　　○無料職業紹介事業、福祉＆保育のお仕事フェア
　　○介護従事者確保事業
　　　・情報誌「福祉のお仕事ジャーナル」
　　　・介護の魅力を伝える動画の配信
　　　・かいご「再就職」応援セミナー

　　○介護福祉士等修学資金貸付事業
　　　・介護福祉士等修学資金貸付
　　　　９９件
　　　　８２,８６０,０００円　
　　　・実務者研修の受講費用貸付
　　　　３５件
　　　　４,７６６,０００円
　　○保育士人材バンク運営事業
　　　・求職相談、事業所訪問、
　　　　養成校訪問

こども食堂紹介動画

なら小地域福祉活動サミット２０２５

NPO・企業のための
災害支援を考えるフォーラム
（分科会の様子）

奈良県防災総合訓練（三宅町）

　

暮らしのセーフティネットとしての総合相談・
生活支援活動の推進2

１ 誰もが参加の機会と役割のある支え合う
地域づくりの推進
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①支え合う福祉コミュニティづくりの推進
　◎地域福祉実践の可能性を広げるため、市町村社協等
　　と連携し地域におけるつながり合い・支え合い活動
　　の実践例の共有やノウハウの集約・発信を行い、住
　　民の支え合い活動の拡充に向けた現場実践を支援し
　　ました。また、こどもや子育て家庭を支援するため、
　　こども食堂の開設・継続に関する相談対応や民間財
　　源を活用した活動助成を行い、こどもを見守り支え
　　る取組を支援しました。
　【主な取組内容】
　　○なら小地域福祉活動サミット２０２５
　　○新たな地域福祉活動方策の普及に向けた住民支え
　　　合い活動の実践例やノウハウの集約・発信
　　○こども食堂助成金（森田記念福祉財団協賛）、こ
　　　ども食堂活動充実チャレンジ支援金（株式会社ジ
　　　ェイテクト協賛）による活動支援

②災害時にも対応できる仕組みの充実
　◎災害時における市町村間の相互支援のしくみの構築
　　を進めるとともに、平時から市町村域における様々
　　な団体との顔の見える関係づくりや連携体制の強化
　　など、災害にも強いまちづくりの推進に取り組みま
　　した。
　【主な取組内容】
　　○県・市町村災害関連連絡調整会議
　　○ICTを導入した災害ボランティアセンター設置・
　　　運営訓練
　　○災害ボランティアセンター実践力強化研修、ＮＰＯ・
　　　企業のための災害支援を考えるフォーラム

　　○災害福祉支援ネットワークの運営、奈良ＤＷＡＴ研
　　　修・勉強会、訓練

①生活困窮者自立支援対策の充実
　◎生活困窮や社会的孤立など、制度の狭間に陥りやす
　　い人々の支援のために、総合相談・生活支援活動を
　　推進しました。とりわけ、物価高騰などにより生活
　　に困難を抱える方々に対し、生活福祉資金の貸付や
　　安定した就労に向けた相談に対応しました。
　【主な取組内容】
　　○奈良県中和・吉野生活自立サポートセンターの受
　　　託運営
　　○日常生活自立支援講座、社会生活自立支援講座、
　　　就労自立支援講座、自治体別セミナー等
　　○地域型居場所づくり・学習支援活動、訪問支援
　　○生活福祉資金貸付事業
　　　貸付相談　８５２件
　　　償還相談　２５６件
　　　貸付実績　４１８件　９６,０２０,０００円
　　○フードレスキュー事業
②地域における権利擁護のシステムづくりと資源開発
　◎判断能力が不十分な状態にあり、日常生活に不安の
　　ある認知症高齢者や障害のある者に対して、市町村
　　社協と連携して福祉サービス利用援助事業を実施し
　　ました。また、利用者支援を通じて見えてきた課題
　　や展望についての協議を行い、今後の奈良県におけ
　　る権利擁護支援のあり方について検討しました。
　【主な取組内容】
　　○日常生活自立支援事業、生活支援員養成研修、
　　　事例検討会
　　○これからの権利擁護のあり方検討会

　　　・保育の合同就職説明会
　　○保育士修学資金貸付等事業
　　　・保育士修学資金貸付　３８件
　　　　２５,２２０,０００円
　　　・保育士再就職準備金貸付　１件
　　　　２５０,０００円
　　○福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程
　　　・初任者コース、中堅職員コース、
　　　　チームリーダーコース、管理職員コース
　　○人材育成・定着支援研修
　　　・あつまれ！福祉の１年生研修
　　　・ストレスマネジメント研修
　　○スキルアップ研修
　　　・福祉サービスマナー研修　
　　　・対人援助コミュニケーション力向上研修
　　　・アンガーマネジメント研修
　　○福祉・介護特定業務従事者研修
　　　・行動援護従業者養成研修
　　○介護支援専門員養成関連研修
　　　・実務研修受講試験、実務研修、更新（専門）　
　　　　研修、再研修、ケアマネジメント習熟研修

　　　　　　

①経営基盤の充実強化と事務局機能の強化
　◎奈良県社協の活動の実際と取組を周知するために、
　　第８次活動推進計画「アクションプラン」活動レポ
　　ートを作成。また、法人化７０周年記念奈良県社会
　　福祉大会を開催しました。
     【主な取組内容
　　○アクションレポートの発行
　　○奈良県社会福祉大会（法人化７０周年記念）

②県社協の将来に向けた人材の育成と組織体制の強化
　◎人材育成方針を策定し職務・職階に応じた研修体系
　　を整備するととともに、人材の育成と組織の成長を
　　図るための目標管理を実施しました。また、テーマ
　　別のプロジェクトチームを編成し、部門横断による
　　協議を通じた組織基盤の強化を図りました。
　【主な取組内容】
　　○人材育成方針に基づく職員研修の実施（階層別研
　　　修・テーマ別研修、自己啓発援助制度の導入）
　　○テーマ別プロジェクトチームの編成（人材育成、
　　　職員採用、実習受入、アクションレポート、70周
　　　年記念事業など）

①地域課題やニーズの集約と多様な協働のテーブルづくり
　◎地域福祉の増進と地域共生社会の実現に向け、今日
　　的な生活課題やニーズの共有と協議を通じて、新た
　　な課題解決の仕組みや具体的な実践を生み出す取組
　　を進めるための包括連携協定を締結しました。
　【締結団体】
　　奈良県社会福祉協議会、奈良県生活協同組合連合会、
　　市民生活協同組合ならコープ
②新たな協働の創造と実践
　◎民間財源を活用し、生活課題
　　を抱えるこどもの健全育成や
　　福祉の増進を目的に、高校生
　　等の通学定期代を一部助成す
　　る取組を実施するとともに、
　　高校生世代の第三の居場所づ
　　くりに向けた新たな助成につ
　　いて検討しました。
　【主な取組内容】
　　○こどもの未来応援事業
　　　－高校生等通学定期代助成金－
　　○高校生世代の居場所の創設に向けた検討

　◎福祉ニーズの増大に対応するためのサービス提供福
　　祉ニーズの増大に対応するためのサービス提供基盤
　　となる福祉人材の確保の取り組みや、質の高い人材
　　の育成・定着を促進しました。
　【主な取組内容】 
　　○無料職業紹介事業、福祉＆保育のお仕事フェア
　　○介護従事者確保事業
　　　・情報誌「福祉のお仕事ジャーナル」
　　　・介護の魅力を伝える動画の配信
　　　・かいご「再就職」応援セミナー

　　○介護福祉士等修学資金貸付事業
　　　・介護福祉士等修学資金貸付
　　　　９９件
　　　　８２,８６０,０００円　
　　　・実務者研修の受講費用貸付
　　　　３５件
　　　　４,７６６,０００円
　　○保育士人材バンク運営事業
　　　・求職相談、事業所訪問、
　　　　養成校訪問

地域の生活課題に対応する新たな活動や
しくみの開発3

5 県社協の組織・経営基盤の充実・強化

介護の魅力を
伝える動画

法人化70周年
特設ページ

地域生活を支える専門性の高い福祉サービスの
充実と人材育成・定着支援4
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〒634-0061 橿原市大久保町 320番 11　奈良県社会福祉総合センター 4F
TEL：0744-29-0173　FAX：0744-29-0174
E-mail：info@nara-akaihane.com

社会福祉法人  奈良県共同募金会

情報

令和7年度募金実績額 141,251,283円

県共募HP 公式インスタグラム

ご協力ありがとうございました

つながりをたやさず支えあう社会づくり

あなたの寄付は、地域のさまざまな活動に役立てられています。

【日　　時】　令和８年７月１５日 (水 ) １４時～１６時
【場　　所】　奈良県社会福祉総合センター ５階　研修室A
【対　　象】　地域課題を解決するために県域または複数市町村で活動されている団体
　　　　　　(社会福祉法人・NPO法人含む )
　　　　　　(単一市町村域内で活動されている団体も対象 )
【参加方法】　ホームページより参加申込書をダウンロードし、７月８日 (水 )までにお申し込みください

助成事業説明会 及び ぴ～すぺ～すプロジェクト参加説明会を開催します。　

傾聴ボランティア養成講座傾聴ボランティア養成講座

高齢者
支援

障害者の働く場や生きがいづくり障害者の働く場や生きがいづくり

障害者の
就労支援

災害時等の訓練に活用災害時等の訓練に活用

災害時等の停電に備えて災害時等の停電に備えて

災害支援

世代を越えた交流世代を越えた交流

地域交流
支援

子どもたちの居場所づくり子どもたちの居場所づくり

子育て
支援

赤い羽根共同募金運動80周年記念イベントを開催します。
　赤い羽根共同募金運動80周年を迎え、これまでの感謝を込め「令和8年度赤い羽根共同募金運動キックオフセレモニー」
と併せて、記念イベントを開催します。ぜひお越しください。

○開 催 日　令和8年10月7日(水) 午後
○会　　場　DMG MORI やまと郡山城ホール 大ホール
○参 加 料　無料（会場にて共同募金へのご協力を受け付けています）
○内　　容　① 記念行事 （会長表彰等）
　　　　　　② マリンバコンサート（松本真理子氏）
　　　　　　③ 赤い羽根ひろば （県・市町村共募による合同募金活動） 
○主　　催　奈良県共同募金会、39市町村共同募金委員会
      　

畝傍高校音楽部の演奏もあります
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■ 発行所／社会福祉法人 奈良県社会福祉協議会　〒634-0061 奈良県橿原市大久保町320-11
     TEL.0744-29-0100（代）  FAX.0744-29-0101
■ 編集者／事務局長　井ノ上  晶 　■ 発行／年4回　■ 定価／1部10円（会員の購読料は会費に含む）　■ 印刷所／やまとびと株式会社　　

●川端運輸株式会社
●河村繊維株式会社
●関西電力株式会社奈良支社
●小山株式会社
●佐藤物産株式会社
●佐藤薬品工業株式会社
●三和澱粉工業株式会社
●全国共済農業協同組合連合会奈良県本部
●大和ガス株式会社
●大和ハウス工業株式会社奈良支店

●東洋羽毛関西販売株式会社
●奈良県生活協同組合連合会
●奈良中央信用金庫
●松塚建設株式会社
●松田電気工業株式会社
●三笠産業株式会社
●大和信用金庫
【個人会員】
●鈴木　敏之
●高橋　清治

奈良県社会福祉協議会 賛助会員
地域福祉活動推進へのご支援、ご協力ありがとうございます。

（敬称略・五十音順）

地地域福祉・ボランティア活動振興のため、奈良県中央善意銀行へご寄付をいただきました
（令和8年2月16日～令和8年5月15日受付順、敬称略）

金銭預託
●近畿労働金庫奈良地区本部
●全国共済農業協同組合連合会奈良県本部
●帝塚山大学現代生活学部食物栄養学科
●株式会社吉田稔商店
●株式会社そうごう
●アミパラ橿原店

物品預託
●大和ハウス工業株式会社奈良工場

●地域福祉活動への助成
●県内の交通遺児への取り組み

●奈良子ども食堂ネットワーク
●フードレスキュー事業　等

奈良県中央善意銀行の寄付金は以下の活動に使わせていただいております。

奈良県中央
善意銀行
寄付 ご寄付・ご寄贈 ありがとうございました。

近畿労働金庫奈良地区本部

賛助会員を募集しています
みなさまからの会費は、本会が地域福祉を推進するための貴重な財源となっており、資金面で活動
を支援いただくことで、皆様ご自身が支え合いのまちづくりに貢献することにつながっています。
賛助会員としてご支援、ご協力くださいますようお願い申し上げます。

【団体会員】
●株式会社アネックス
●株式会社柿の葉すし本舗たなか
●株式会社春日
●株式会社ジェイテクトサーモシステム
●株式会社寺田ポンプ製作所
●株式会社ナカガワ
●株式会社南都銀行神宮前支店
●株式会社ニトリ法人＆
　リフォーム事業部堺
●株式会社ヤナギビジネス

全国共済農業協同組合連合会
奈良県本部

株式会社そうごう

総合ボランティアセンター　TEL：0744-29-0155お問合せ先

総務企画課　TEL：0744-29-0100お問合せ先

総務企画課　TEL：0744-29-0100お問合せ先

【予告】奈良県社会福祉協議会 正規職員を募集します！！
本会では、令和９年４月採用【正規職員】の採用試験を実施します。詳細は、本会ホームページをご覧ください。
福祉に熱い想いを持った、あなたのご応募をお待ちしております




